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１Ⅾ１７ 

アレグラ®錠の立体商標登録は後発医薬品の外観に影響したのか 

-フェキソフェナジン塩酸塩錠「杏林」の場合- 

 

 
○曽我諒(日本大学大学院法学研究科) 

 

 
1. はじめに 

現在日本では立体商標制度を利用すれば錠剤薬の外観を半永久的に独占することができる。だが、錠

剤薬の外観の変更には患者の服薬アドヒアランスを低下させるおそれがある[1]。そうすると、立体商標

登録を受けた錠剤薬とその後発の錠剤薬とで外観が異なるのであれば、錠剤薬の立体商標登録が医療に

影響しうるといえるため、何らかの法的対応が求められるのではないだろうか。 
そこで発表者は立体商標登録を受けているシアリス®錠とその後発の錠剤薬の外観を調査した。その

結果、シアリス®錠の立体商標登録がタダラフィル錠 20mgCI「杏林」の形状に影響した可能性は否定

できないと考えるに至った[2]。しかしながら、錠剤薬の立体商標登録が後発の錠剤薬の外観に影響する

か否かは不明のままである。そこで立体商標登録を受けている錠剤薬とその後発の錠剤薬の外観を引き

続き調査することにした。 
今回はアレグラ®錠とその後発の錠剤薬であるフェキソフェナジン塩酸塩錠「杏林」の外観の考察を

行う。本研究にあたり、2024 年 7 月 10 日に添付文書および医薬品インタビューフォームを医薬品医療

機 器 総 合 機 構 「 医 療 用 医 薬 品  添 付 文 書 等 情 報 検 索 」

(https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/)から入手した。 
 
2.アレグラ®錠の概要 

アレグラ®錠は、フェキソフェナジン塩酸塩を有効成分とする錠剤薬である。製造販売元はサノフィ

である。規格は 30mg および 60mg の 2 種類である。 
販売開始時は規格によって異なる。30mg 錠の販売開始時は 2007 年 1 月である。一方、60mg 錠の販

売開始時は 2000 年 11 月である。 
色は規格によらずうすいだいだい色である。 
剤形は規格によらずフィルムコーティング錠である。 
形状は規格によって異なる。30mg 錠の形状は円形である。一方、60mg 錠の形状は楕円形である。 
上記の事項以外に関しては添付文書[3]、およびインタビューフォーム[4]を参照されたい。 
 
 

図 1 アレグラ®錠の性状 

 
 
出典：サノフィ「アレグラ®錠 30mg アレグラ®錠 60mg 添付文書」2024 年 5 月改訂(第 3 版) 
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3.アレグラ®錠の立体商標の概要 

 日本ではアレグラ®錠そのものからなると思われる登録立体商標が 2 件存在する。商標登録第

5329486 号はアレグラ®錠 30mg そのものと思われる。商標登録第 5329487 号はアレグラ®錠 60mg そ

のものと思われる。いずれも 2009 年 10 月 9 日に出願され、2010 年 6 月 11 日に登録された。2024 年

7 月 10 日時点では登録が存続していた。 
 もっとも、アレグラ®錠が立体商標登録を受けているとする文献は確認できない。また、商標登録第

5329486 号、および商標登録第 5329487 号の権利者はサノフィではなくアベンティサブ・エルエルシ

ーである。このため、商標登録第 5329486 号、および商標登録第 5329487 号がアレグラ®錠の立体商

標であると断言することはできない。 
 だが、商標登録第 5329486 号の外観とアレグラ®錠 30mg の外観が一致すること、および商標登録第

5329487 号の外観とアレグラ®錠 60mg の外観が一致することは否定できない。また、アベンティサブ・

エルエルシーは、「ALLEGRA」（商標登録第 4287344 号）、「アレグラ」(商標登録第 4287345 号)等のア

レグラ®に関連する登録商標を多数保有している。このため、商標登録第 5329486 号、および商標登録

第 5329487 号がアレグラ®錠の立体商標である可能性は高いと思われる。 
 なお、錠剤薬の外観は立体商標登録だけでなく、特許登録、実用新案登録、および意匠登録の対象に

もなりうる[5]。だが、アレグラ®錠の外観に係る特許登録、実用新案登録、および意匠登録の存在は確認

できなかった。 
 
 
図 2 商標登録第 5329486 号の外観(その 1)          図 3 商標登録第 5329486 号の外観(その 2) 
 

                  
図 4 商標登録第 5329487 号の外観(その 1)          図 5 商標登録第 5329487 号の外観(その 2) 
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4. フェキソフェナジン塩酸塩錠「杏林」の概要 

 フェキソフェナジン塩酸塩錠「杏林」は、アレグラ®錠の後発医薬品の一つである。製造販売元はキ

ョーリンリメディオ、販売元は杏林製薬である。規格は 30mg および 60mg の 2 種類である。 
 販売開始時は規格によらず 2013 年 6 月である。 
色は規格によらずうすいだいだい色である。 
剤形は規格によらずフィルムコーティング錠である。 
形状は規格によって異なる。30mg 錠の形状は円形である。一方、60mg 錠の形状は楕円形である。 
上記の事項以外に関しては添付文書[6]、およびインタビューフォーム[7]を参照されたい。 

 
図 6 フェキソフェナジン塩酸塩錠「杏林」の性状 

 

 
 
出典：キョーリンリメディオ、杏林製薬「フェキソフェナジン塩酸塩錠 30mg「杏林」 フェキソフェ

ナジン塩酸塩錠 60mg「杏林」添付文書」2024 年 5 月改訂(第 2 版) 
 
 
5.考察 

 フェキソフェナジン塩酸塩錠「杏林」の色は、アレグラ®錠と同じである。また、形状はアレグラ®錠

に似ている。さらに、アレグラ®錠と同様に、数字の標章の下に横線が一本存在する。このため、フェ

キソフェナジン塩酸塩錠「杏林」がアレグラ®錠の立体商標登録の影響を受けたとは考えにくい。 
 一方、フェキソフェナジン塩酸塩錠「杏林」の製造開発元であるキョーリンリメディオは、タダラフ

ィル錠 CI「杏林」の開発を行った。先述したように、タダラフィル錠 20mgCI「杏林」はシアリス®錠

の立体商標登録の影響を受けたと考えられる[2]。 
 本研究ではフェキソフェナジン塩酸塩錠「杏林」がアレグラ®錠の立体商標登録の影響を受けなかっ

た理由を明らかにすることはできなかった。したがって、今後も立体商標登録を受けた錠剤薬と後発の

錠剤薬の外観を調査する必要があるといえるだろう。 
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